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【序】

学生のとき，東京の本屋でたまたま手にした仏教学
者・紀

き

野
の

一
かず

義
よし

先生の著書を通し，仏教と，『法華経』の思
想を文学で表現しようとした宮澤賢治に開

かい

眼
がん

し，心が大
きくゆさぶられた。
爾
じ

来
らい

，仏教研究に没頭し，二年くらいの間に100冊以
上読んだ。専門分野は異なっていたけれど。
院生のときには，哲学研究の一環として，紀野先生が
主催する仏教研究会にも所属した。留学のため，日本を
離れるそのときまで。

⚔年くらい前のことである。岩本芳
ほう

修
しゅう

氏（STV ラジ
オのプロデューサー）※から紹介された浄

じょう

国
こく

寺
じ

住職・高
橋浄
じょう

英
えい

老師とお話していて驚いた。
二人とも，紀野先生の仏教研究会に属していたからで
ある。
それからまもなくのこと。思いがけず，老師から私の
元に，紀野先生の講演CDが多数届いた。
ふたたび驚いた私は，御礼に，札幌円

まる

山
やま

にある浄国寺
にうかがう。
すると，あにはからんや，さらに多くのCDをくださっ
たのである。なんと奇

き

特
とく

な方なのだろう。みたび驚い
た。
それ以来，折につけ，いただいた十数枚のCDをあり
がたく拝聴し，著書も読み返していたところ，「宮澤賢治
と日蓮聖人」に関する朗読原稿の依頼が舞いこんだ。
思い返せば，紀野先生の御実家は，広島県にある日蓮
宗のお寺であり，原爆により，ご両親が他界されていた
のである。
これもなにかのご縁かも知れない。

この小論を書き終えて思う。
多くの方々に支えつづけていただいたことにより，よ
り深く，宮澤賢治とトシを理解することができた。ふた
りのひたむきで愛情あふれる生き方は，時代を超えて，
力を与えつづけてくれよう。
僭越ながら，これを読まれる方にとっても，賢治とト

シの心の蓮
はちす

が，心の糧
かて

となることを心より願わずには
いられない。

※岩本芳修氏は，先ごろ亡くなった日
ひ

高
だか

晤
ご

郎
ろう

を発掘し，
STVラジオの人気番組「ウイークエンドバラエティ 日
高晤郎ショー」をプロデューサーとして支えつづけてこ
られた方でもある。

【賢治と死 ①】

宮澤賢治は，幼いころから，年が二つ離れた妹・トシ
に深い慈

じ

愛
あい

をそそいできた。
彼女は，小学生のときから成績優秀。花

はな

巻
まき

高等女学校
でも首席をとおし，「花巻中知らぬものとてない評判の
才
さい

媛
えん

であった」(01)という。
そのトシが，女学校4年生のとき，恋に落ちた。
相手は，赴

ふ

任
にん

してきた音楽教師・鈴木竹松。「目
め

醒
ざ

めは
じめた芸術に対するあこがれと渇

かつ

仰
ぎょう

」(02)が，恋心をも
目
め

覚
ざ

めさせたのであった。
トシは，彼からバイオリンを習い，下宿を訪れるまで
になる。
そのさい，トシが人形をだきながら，「センセー，セン
セー」(01)と呼ぶ姿を同級生が目撃。あくる日，「見チャッ
タ，聞イチャッタ」(01)と，学校で噂の種にされてしまう。
しかも，鈴木竹松は，ともにバイオリンを習っていた
同級生・大竹いほに好意をいだいていることを知り，失
恋の痛

いた

手
で

を負
お

った。
そればかりではない。
あろうことか，卒業式（※大正⚔年 3月 23 日）の三日
前から前日まで，『岩手民報』（※ 20～22 日）に「音楽教
師と二美人の恋」(01)というタイトルで，悪

あく

意
い

に満ちたゴ
シップ記事が連載されたのである。(註01)

けっか，彼女に降り注いだものは……。
「曽
かつ

て味わった事のない痛い痛い衆
しゅう

人
じん

の非難冷
れい

笑
しょう

の
眼と，彼（※鈴木竹松）からの明らかな疎

そ

隔
かく

」。「きのふ
う

ま
で友人とのみ信じてゐ

い

た人の思ひ
い

がけない裏切り」(02)で
あった。それは，「魂を圧

あっ

し潰
つぶ

すかと思は
わ

れ」(02)るほど
の「悲しみやおどろきや苦しみ」(02)をもたらし，彼女か
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ら「平安」と「喜びと安き眠り」(02)とを奪い去る。
とりわけ，家族思いのトシにとって，「自身を悲しむ以
上に彼等（※家族）に悲しみを与へ

え

たと云ふ
う

事
こと

程
ほど

…痛い
打撃はなかった」(02)。
そんな悪

あく

夢
む

の嵐が吹き荒
すさ

ぶなか，17歳の少女は，卒業
式当日，卒業生総

そう

代
だい

として答
とう

辞
じ

を読んだ。「きのふ
う

まで
の…名誉心も自

じ

重
ちょう

心も凡
すべ

てふみにじられ」(02)，「痛い誹
ひ

謗
ぼう

の矢を雨の様に受け」(02)ながら。
娘を深く案

あん

じ，「一日も早くこの苦しい学校と郷
きょう

里
り

と
からのがれ度

た

いと云
い

う願ひ
い

」(02)をくんだ父親は，東京の
日本女子大学校家政学部に逃

に

がした。

──「学校から逃
のが

れ故郷を追は
わ

れた」(02)トシは，21歳
で大学を卒業する。
その後，彼女はどんな道を選んだのだろう？

22歳の大正 9年 9月。英語と家事を受けもつ教諭心
こころ

得
え

として，かつて汚
お

辱
じょく

にまみれた母校・花巻高等女学校
の教壇に立った。つらい「過去の記憶を抱

いだ

」き，「到
いた

る
処
ところ

に針のむしろにある思ひ
い

を捨て」られず，「『男の先生』
と云ふ

い う

様な詞
ことば

にまで…刺される様な人知れぬ苛
か

責
しゃく

を感
じ」ていたにもかかわらず。

そのわけは，トシがこう考えたからである。

「未
いま

だ償
つぐ

は
わ

ずに居
い

るものを償ひ
い

恢
かい

復
ふく

すべきものを恢復
して新しい世界にふみ出し」，「過去の重苦しい囚

とら

は
わ

れか
ら脱
だっ

し超越して新しい自分を見
みい

出
だ

」(02)したい。
「多くの人の心を傷つけた」「過

か

失
しつ

を相
そう

殺
さい

する」(02)ため
に，「恢

かい

復
ふく

された人生に対する勇気と自由とをこれから
の…仕事に表は

わ

さねばならぬ」(02)

「人のためになりたい，郷土のために働きたい」(註02)(01)

しかし，再度，「不自然な苦しい努力」(02)によって，「弱
い糸を極限まで張った様な…状態はついに，身体の病

やまい

となって現は
わ

れた」(註03)(02)。
一年後の大正10年⚙月。喀

かっ

血
けつ

し，倒れてしまう。
「トシビョウキスグカエレ」(03)

純
じゅん

正
せい

日
にち

蓮
れん

主義を信
しん

奉
ぽう

する国
こく

柱
ちゅう

会
かい

東京本部で修業中の
賢治のもとに，急を告げる電報が届

とど

く。
すぐさま賢治は，書きためた原稿を茶色の大きなトラ
ンクにぎっしりつめこみ，故郷の花

はな

巻
まき
（※現在の岩手県

花巻市豊
とよ

沢
さわ

町
ちょう

）に舞いもどる。

──妹・トシの病気は，当時，不
ふ

治
じ

の病
やまい

の肺結核だっ
た。
しかし，賢治は，いちずに快復を期

き

し，献
けん

身
しん

的にトシ

の看病をつづける。
されど，病状は悪化の一

いっ

途
と

をたどるばかりであった。

──死の足
あし

音
おと

が間
ま

近
ぢか

に迫
せま

るころ。
すれちがう兄

けい

妹
まい

の，切なくも愛
うるわ

しい心情が，『無
む

声
せい

慟
どう

哭
こく
（※声を出さないで号

ごう

泣
きゅう

すること）』という詩に刻
きざ

まれ
ている。(註04)

死期を悟ったトシは，家族のなかで，「信仰を一つにす
るたつ

っ

たひとりのみちづれ」である賢治に，救いを求め，
「どんなちいさな表情もけつ

っ

して見遁
みのが

さないや
よ

うに」，目
で追う。(04)

ところが，肝
かん

心
じん

の賢治は，いつしか『法
ほ

華
け

経
きょう

』（※妙
みょう

法
ほう

蓮
れん

華
げ

経
きょう

の略
りゃく

称
しょう

。大
だい

乗
じょう

仏教の経
きょう

典
てん

のひとつ）への信
仰がぐらつき，まさに，青ぐらい修

しゅ

羅
ら
（※阿

あ

修
しゅ

羅
ら

道
どう

，迷い
の道）(註05)を歩いていた。
すなわち，「あかるくつめたい精

しょう

進
じん

のみちからかなし
くつかれてゐ

い

て」，「巨
おお

きな信のちからからことさらには
なれ」ていたのである。(04)

また，「純粋やちいさな徳性のかずをうしなひ
い

」，「毒
どく

草
そう

や蛍
けい

光
こう

菌
きん

のくらい野原をただよ」っていた（「ほかのひと
のことをかんがへながら森をあるいてゐた」）のだっ
た。(註06，07，08)(04)

そのため，「たましひ
い

は疾
や

み 烏
からす

さへ
え

正
せい

視
し

ができな
い」(04)精神状態にあったのである。
嘘のつけない実

じっ

直
ちょく

な賢治は，「かなしさ
そ

うな眼を」(04)

するばかりで，妹と，まともに向きあうことさえできな
いでいた。(註09)

けれど，兄の迷いを知るよしもないトシは，それが自
分のせいだと思いこみ，そばにいた母親に問いかける。

「私は，怖い顔をしてるんでしょう？（おら，おかない
ふうしてらべ）」(04)

だから，賢治兄さんは，私をまっすぐに見ることがで
きないのでしょ？，と。
母は，こう答える。

「いいえ，すごくきれいな顔をしているよ（うんにや
ずゐぶん立派だぢやい）」

賢治も，心のなかでつぶやいた。(04)

「ほんた
と

うにそうだ
髪だつ

っ

ていつ
っ

そうくろいし
まるでこどもの苹果

りんご

の頬
ほほ

だ
どうかきれいな頬をして
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あたらしく天にうまれてくれ」(04)

が，死にさいし，必死に救いを求めるトシは，たたみ
かけるように母に問うた。
死にかけているのだから，「それでも身体が臭

くさ

いんで
しょう？（それでもからだくさがべ？）」，と。(04)

母は答えた。

「いいえ，すこしも（うんにや いつ
っ

こう）」(04)

そのやりとりを聞いていた賢治は思った。

「ほんた
と

うにそんなことはない
かへ

え

つ
っ

てここはなつ
夏

ののはら
野 原

の
ちいさな白い花の匂

にお

いでいつ
っ

ぱいだから
ただわたくしはそれをいま言へ

え

ないのだ
（わたくしは修羅をあるいてゐ

い

るのだから）」(04)

トシは，いつまでも救いの言葉をかけてくれない兄に，
裏切られたような気持ちになったのだろう。
兄から不意に視線をそらす。
そして，ついにこんな言葉までも……。
「（Ora Orade Shitori egumo）（※私は私で，ひとりで
逝
い

くもん）」(註10)(04)

必死に救いを求める愛する妹に，ひと言もかけてあげ
ることができない兄。
それどころか，ぎりぎりのところまで追いつめられて
も，いまだ心が定まらない自分。
おのれのふがいなさに，きっと泣き伏したくなったこ
とだろう。
賢治は，こう念

ねん

じるばかりだった。

「ああそんなに
かなしく眼をそらしてはいけない」(04)

「ひとりさびしく往
い

か
こ

うとする」妹を，「正視」するこ
とさえできない自分。(04)

愛する妹を，せめても，心安らかに往
おう

生
じょう

させたいとい
う痛切な願い。
出口の見えない葛

かっ

藤
とう

が，激しい苦悩と悪循環を生みだ
す。
賢治は，刻

こく

一
いっ

刻
こく

，暗く危険な崖
がけ

っ縁
ぷち

に追いつめられて
いくのであった。

【賢治と死 ②】

帰郷から一年あまりたった霜
しも

降
ふり

月
づき
（※大正 11 年 11 月

27 日）。
とうとう，恐れていたその時がやってきた。

「ああけふ
今 日

のうちにとほく
遠 く

へさらう
去 ろ う

とするいもうと
妹

よ
ほんたう
本 当

におまへ
え

はひとりでいかう
行 こ う

とするか
わたくしにいつしよ

一 緒

に行けとたのんでくれ
泣いてわたくしにさ

そ

う言つ
っ

てくれ」(註07)(04)

その日の朝のこと。(註11)

トシは，唐
とう

突
とつ

に兄に頼んだ。
「あめゆじゆとてちてけんじや（雨雪［※みぞれ］をとっ
てきてください）」と。(註12)(04)

それは，「末
まつ

期
ご

の水（死に水）」でもあったろう。

賢治は，愛する妹の最後のたべものを取ろうとして，
「まがつ

っ

たてつぽだま
鉄 砲 玉

のや
よ

うに」病室からあわてて飛び
だした。「青い蓴

じゅん

菜
さい

もやう
模 様

のついた」，「ふたつのか
欠

けた
陶
とう

椀
わん

」を握りしめて。(註15)(04)

賢治は，外に飛び出し，空を見上げた。
蒼
そう

鉛
えん

色の暗い雲から，雨雪がびちょびちょ落ちてくる。
すると，どうしたことだろう。
「あめゆじゆとてちてけんじや」といったトシの真

しん

意
い

が，自然にしみこんできたのである。

「ああとし子
死ぬといふ

う

いまごろになつ
っ

て
わたくしをいつしやう

一 生

あかるくするために
こんなさつぱりした雪のひとわんを
おまへ

え

はわたくしにたのんだのだ
…はげしいはげしい熱やあえぎのあひ

い

だから
おまへ

え

はわたくしにたのんだのだ
銀河や太陽，気

き

圏
けん

などとよばれたせかい
世 界

の
そら
空

からおちた雪のさいごのひとわんを……」(04)

「巨
おほ

きな信
しん

のちからからことさらにはなれ」，「青ぐら
い修
しゅ

羅
ら

をあるいてゐ
い

る」賢治。(04)

「信仰を一つにするたつ
っ

たひとりのみちづれの」妹に，
いまわの言葉ひとつかけられず，「かなしさ

そ

うな眼をし
てゐ

い

る」兄。(04)

このまま「ひとりさびしく往
い

」けば，賢治は，まっ暗
な後悔と自

じ

責
せき

の念に，生涯さいなまれつづけるにちがい
ない。(04)

そんな迷える兄を「いつしやう
一 生

あかるくするために」，
ひと椀

わん

の雪を頼んだのだ，と。(04)

このとき，トシの心情が，しっかりとわかった。
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冥
くら

き途
みち

への淵
ふち

に立ちながら，それでも兄を気づかう慈
じ

愛
あい

にふれ，賢治は固く心に誓う。

「ありがた
と

うわたくしのけなげないもうと
妹

よ
わたくしもまつ

っ

すぐにすすんでいくから」(04)，と。
そして，賢治は，妹の想いに響

きょう

応
おう

し，心のかぎり念じ
た。

「おまへがたべるこのふたわん
二 椀

のゆきに
わたくしはいまこころからいのる
どうかこれが兜

と

率
そつ

の天の食
じき

に変つ
っ

て
やがてはおまへ

え

とみんなとに
聖
きよ

い資
し

糧
りょう

をもたらすことを
わたくしのすべてのさいはひ

幸 い

をかけてねがふ
願 う

」(05)(註16)

──トシは，茶碗を受けとると，「さつ
っ

ぱりした」雪の
花を口にふくんだ。
そして，そえられた松の針を，「まるでとびつくや

よ

うに」
頬
ほお

にあて，こうつぶやく。(04)

「ああいい さっぱりした
まるで林のながさ来たよだ」(註17)(04)

やがて，迷いの消えた兄から『法華経』の死生観を聞
き，「コハ

怖

ガラナクテモイヽ
イ

」(03)などと，やさしい言葉を
かけてもらったにちがいない。(註18)

命の灯
ひ

が消えかかろうとしていたときのこと。
父親が，「病気ばかりしてずい分苦しかったナ。…今
度は…いいところに生まれてくれよナ」(07)と語りかけた
ことに対し，トシはこう答えた。

「また人に生まれてくるときは，こんなに自分のこと
ばかりで苦しまないように生まれてきます（「うまれでく
るたて こんどはこたにわりやのごとばかりで くるしま
なあよにうまれてくる」）」(04)(註19)

自分のことばかりで苦しまないとは，裏を返せば，
「他人

ひ と

のために苦しむことのできる人間に生まれてきま
す」，ということである。(註20)

救われたのはむしろ，「巨
おお

きな信のちからからことさ
らにはなれ」て，青ぐらい修

しゅ

羅
ら

を歩いていた兄のほうで
あったにちがいない。(04)

いよいよ死
し

期
き

が迫ったとき，賢治は，トシの耳もとで
お題目を叫ぶと，トシは，二度うなずくように息をした。

こうして，いまわのきわに清
きよ

い言葉を残し，賢治に多
大な影響を与えたトシは，24年の短い生涯を閉じたので
ある。
最愛の妹を失った賢治は，押入れに首を突っこんで，
泣くことしかできなかった。

亡骸
なきがら

は，野
の

天
てん

で薪
たきぎ

や萱
かや

を山積みにした状態で荼毘
だ び

に
付
ふ

された。火葬場が火事で焼失していたからである。
棺
ひつぎ

が燃えつきるまで，賢治は，一
いっ

心
しん

に法
ほ

華
け

経
きょう

をりん
りんと読みつづけたのであった。

【賢治と死 ③】

妹の死からおよそ9か月。
空蝉
うつせみ

のごとく虚
うつ

ろな賢治は，トシの行方
ゆくえ
（幻影）と死

の意味を追い求め，一
いち

路
ろ

，夜汽車で北へ向かう。

「こんなやみよ
闇 夜

ののはら
野 原

のなかをゆくときは
客車のまどはみんな水族館の窓になる
…あいつはこんなさびしい停車場を
たつ

っ

たひとりで通つ
っ

ていつ
っ

たら
ろ

うか
どこへ行くともわからないその方向を
どの種類の世界へはいるともしれないそのみちを
たつ

っ

たひとりでさびしくあるいて行つ
っ

たら
ろ

うか」(04)

「ああ何べん理
り

智
ち

が教へ
え

ても
私のさびしさはなほ

お

らない
わたくしの感じないちがつた空間に
いままでここにあつた現象がうつる

移 る

それはあんまりさびしいことだ
（そのさびしいものを死といふ

う

のだ）
たとへ

え

そのちがつた
違 っ た

きらびやかな空間で
とし子がしづか

静 か

にわらは
お

うと
わたくしのかなしみにいぢ

じ

けた感情は
どうしてもどこかにかく

隠

されたとし子をおもふ
う

」(04)

心
こころ

時雨
しぐれ

る賢治は，さらに北をめざし，青森，旭川を経
へ

て，北海道の最
さい

果
は

て・稚
わっか

内
ない

にいたる。
が，賢治の旅はそこで終わらない。
果
は

ては，日本最
さい

北
ほく

端
たん

の樺
から

太
ふと
（※当時）の終点・栄

さかえ

浜
はま

駅
にまで移

うつ

ろう。
その浜

はま

辺
べ

に行き着いた賢治は，トシのために一晩中，
潮
しお

騒
さい

とともに祈りを捧げたのであった。

このときの鉄道の旅は，『銀河鉄道の夜』となって実
み

を
結
むす

ぶ。
妹の最期の願いは，登場人物に姿を変えて描

えが

きだされ
ることになる。

星槎道都大学研究紀要 経営学部
第 1号 2020

─ 14 ─



自己犠牲的こころをもった蠍
さそり

。(註21)

みずからの命の危険を顧
かえり

みず，川に落ちた友だちを
救いだすも，力尽きてしまうカムパネルラ，となって。
賢治みずからもジョバンニに姿を変え，妹の化

け

身
しん

・カ
ムパネラとともに銀河鉄道に乗りこむ。そして，ふたり
いっしょの時を楽しくすごしたのである。
が，不

ふ

意
い

にジョバンニは気づいた。カムパネラの姿が
どこにもないことに。(註22)

すぐさま，「まるで鉄砲丸
がん

のや
よ

うに立ちあが」り，「窓
の外へからだを乗り出して力いっぱいはげしく胸をうっ
て叫」んだ。
「それからもう咽喉

の ど

いっぱい泣きだし」たのであ
る。(08)

すると，いつのまにか，「さっきまでカムパネルラの
座ってゐ

い

た席に黒い大きな帽子をかぶった青白い顔の瘠
や

せた大人がやさしくわらって」座っているではない
か。(08)

その男は，おもむろに口を開く。

「おまへ
え

のともだちがどこかへ行ったのだら
ろ

う。あの
ひとはね，ほんた

と

うにこんや
今 夜

遠くへ行ったのだ。おまへ
はもうカムパネルラをさがしてもむだだ」(08)

ジョバンニはすかさず問う。

「ああ，どうしてなんですか。ぼくはカムパネルラと
いっしょにまっすぐに行か

こ

うと云
い

ったんです」(註23)(08)

その大人は答える。

「あゝ，さ
そ

うだ。みんながさ
そ

う考へ
え

る。けれどもいっ
しょに行けない。そしてみんながカムパネルラだ。おま
えがあふ

う

どんなひとでもみんな何べんもおまへ
え

といっ
しょに苹果

りんご

をたべたり汽車に乗ったりしたのだ。だから
やっぱりおまへ

え

はさっき考へ
え

たや
よ

うにあらゆるひとのい
ちばんの幸福をさがしみんなと一しょに早くそこに行く
がいゝ

い

，そこでばかりおまへ
え

はほんたうにカムパネラと
いつまでもいっしょに行けるのだ」(註24)(08)

ここにいたって，妹・トシへの個人的想
おも

いは，あらゆ
る人への想いへと昇

しょう

華
か

する。
妹を愛することは，すべての人を愛すること。すべて
の人を愛することは，妹を愛することだと悟ったのであ
る。
しかもその愛は，ひとり，人間愛にとどまるものでは
ない。
生きとし生きるすべてのものへと連

つら

なる普遍的愛なの

である。(註25)

その後の賢治は，妹の生まれ変わりのごとく，身を削
けず

るような奉
ほう

仕
し

に一
いっ

身
しん

を捧げていく。
あるときは，貧しい農民のために，無償で肥料や土

ど

壌
じょう

の設計を山ほどこなす。
またあるときは，農業指導に東

とう

奔
ほん

西
せい

走
そう

。
そのさまは，『グスコーブドリの伝記』で，飢

き

饉
きん

に瀕
ひん

し
た無縁の人びとを救うために，すすんで身

しん

命
めい

をなげうつ
主人公を彷

ほう

彿
ふつ

とさせよう。

【賢治と死 ④】

ここで時間をさかのぼり，必死の想いで雨雪をとろう
としていた賢治にたち返りたい。

賢治は，妹のために，なるたけきれいなみぞれを選ぼ
うとし，高やかな雪

ゆき

持
もち

松
まつ

の枝からすくい取ろうと，二
ふた

切
き

れの御
み

影
かげ

石
せき

材
ざい

にあぶなく立つ。
そのとき，じつはもうひとつ大切な気づきを得ていた。
その悟りとは……
「あんなおそ

恐

ろしいみだ
乱

れたそら
空

から」落ちてきたも
のなのに，
「この雪はどこをえらば

ぼ

うにも
あんまりどこもまつ

っ

しろなのだ」(04)

ひるがえって，日々，私たちにふりつもる冷たい雪（冷
れい

厳
げん

な事実，厳しい状況）も，どれを選ぼうにも，じつは，
どこも真っ白なのではないだろうか。
見上げる山にふりかかる雪も，見下ろす谷にふる雪も，
雪に変わりはない。それ自体，きれいも汚いもないので
ある。
そこに色をつけ，差別し，あるいは排

はい

斥
せき

するもの。
それは，私たち自身の価値観であり，心なのである。

【賢治と死 ⑤】

トシは，若くして死
し

出
で

の旅にでた。
けれども，賢治のなかで昇

しょう

華
か

され，愛
うつく

しい精神の花
を咲かせることになる。
そればかりではない。
私たちに，不

ふ

朽
きゅう

の芸術的果実と豊かな心の糧をもた
らしてくれた。
そして，賢治とトシは，珠

しゅ

玉
ぎょく

の作品のなかで，今も生
きつづけている。

註

（註01）『岩手民報』は，「音楽教師と二美人の恋」という
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タイトルで，つぎの記事を掲載した。一部のみ転載
する。

「幸ひ
い

にも退校処分等を受ける様な事はなかつた
けれ共

ども

，入学以来只
ただ

一度も『組長』と言ふ
う

名義を外
の女に譲つた事のない彼の女……文子（※トシの仮
名），学術優等品行方正と麗

れい

々
れい

敷
しく

書き記された幾枚
かの賞状を重ねて，人からは後ろ指一度指された事
のない文子も，一朝恋ひ

い

焦
こが

れた先生に，一筋に思ひ
い

つめた心の届かぬのみか，ただ先生を驚かした許
ばか

り
で永久にぬぐふ

う

べくもあらぬ黒
こく

雲
うん

に包まれた儘
まま

文子
の恋は哀れ片

かた

恋
おもい

に終つて了
しま

つたのである」(01)

「爾
じ

来
らい

文子は朝に夕に 快
こころよ

からぬ胸を抱いて通学
して居たが，我恋の余りに悲惨な運命に呪は

わ

れたの
に反して貴美子（※大竹いほの仮名）と先生の交情
が益
ます

々
ます

濃くなりまさり行くに抑え難
がた

い恋心と嫉妬の
炎に身を焼きつくさん許

ばか

りに悩み入つた」(01)

では，なぜ，三日連続で，一般人にすぎない人た
ちのゴシップ記事を，しかも「真偽とりまぜた記事
を出した」(02)だろう？

そのわけを，今
こん

野
の

勉
つとむ

は『宮沢賢治の真実』のなか
で，つぎのように解説している。

当時，「『岩手民報』と『岩手日報』という県内二紙
が対立してい」て，「…それぞれが特定の政党を支持
していた」。
「『岩手民報』は，「政党・立憲同志会を支持し，対
立する保守政党・政友会を批判する激

げき

越
えつ

な論調を展
開。…政友会支持の『岩手日報』に対しても露

ろ

骨
こつ

な
非難を浴びせていた」。「吐

ほ

ざいたり日報紙」といっ
た過激な調子で。
「『岩手民報』の『音楽教師と二美人の初恋』は，こ
うした激しい選挙戦の中で報じられたのである。
…当時，花巻町の住民は同志会，花巻川

かわ

口
ぐち

町
まち

の住
民は政友会，と明確に分かれていたのだ。すなわち，
立憲同志会＝『岩手民報』＝花巻町であり，政友会＝
『岩手日報』＝花巻川口町という構図だったのであ
る。
…宮沢とし子（※トシ）の実家は，…花巻川口町
の有力な資産家で母方の祖父である宮沢善治につな
がる。善治は，所得税の納税額で当時，県内十八位
であった。宮沢善治が政友会派の後

うしろ

楯
だて

にちがいな
いと記者が考えたであろうことは，想像に難

かた

くない。
…さらに，もうひとつ。取材の途中，花巻高女の

卒業式の来
らい

賓
ひん

に『岩手日報』の『花巻主任』…が入っ
ていることを知った可能性がある。…立憲同志会の
民報の記者は，花巻高女の卒業式に招かれていな
かった。自らの新聞が軽んじられたと感じたそのと
き，記者の良識の最後のタガが外れたのかもしれな
い」(12)

トシは，この記者についてこう述べている。

「彼女（※トシ）に致命傷を負は
わ

せた，あの真偽と
りまぜた記事を出した新聞記者をも憎む事は出来な
かった。彼女は彼が誰であるかを知ってゐ

い

る。彼が
享
きょう

楽
らく

主義者で，物質上の貧
ひん

窮
きゅう

が彼に思ふ
う

ままの享
楽を許さないのを人生最大の不幸な運命としてのろ
うてゐ

い

る様な人である事は彼の書く感想文などから
うかがは

わ

れた。彼が全
まった

くおせっかいにも彼女の名
誉を傷つけたと云

い

う事は勿
もち

論
ろん

彼女には大きな傷
いた

手
で

で
あった。殊

こと

に家族の心がこれによってどれだけいた
んだか，それは正

せい

視
し

するのも彼女には恐ろしすぎる
事であった。二重の意味で彼女は大打撃をうけた。
にも拘

かかわ

らず彼女の心には最初から彼を憎む念が殆
ほとん

ど起らずにしまったのは不思議な事であった。『彼
の様な人にはそう見えたのも無理はない』。『なぜ私
は誤解されるのが当然な様な馬鹿な危険な事をした
ら
ろ

う？』
…彼女には世間を不当と責める権利がない。彼女
は，黙って，人

ひと

人
びと

の与へ
え

るものを受けなければなら
ぬ」(02)

ちなみに，『岩手日報』は，大正5年 12月で廃刊
になっている。

ところで，兄の賢治は，いつごろ妹の恋愛事件を
知ったのだろう？
新聞が掲載されたとき，実家がある花巻川口町にい
たならば，当然，リアルタイムで耳

じ

目
もく

に飛びこんで
きたはずである。
当時，賢治はどこにいたのだろう？
弟の宮沢清

せい

六
ろく

も編集に携
たずさ

わった『新校本宮澤賢
治全集第一六巻（下）補遺・資料年譜篇』の年譜に，
このことは記されていない。
山
やま

根
ね

知
とも

子
こ

の『宮沢賢治 妹トシの拓
ひら

いた道』には，
こうある。

「こうした顛
てん

末
まつ

を当時自宅にいて盛岡高等農林へ
の入学試験の準備を進めていた賢治は，どのように
受けとめたのであろうか」(01)
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たほう，今野勉の『宮沢賢治の真実』には，こう
書かれている。

「この時期，賢治は花巻にいなかった。盛岡高等
農林学校を受験するため，大正四年一月から盛岡で
下宿生活をして勉学に励んでいた。三月末に入学試
験があり，四月初旬に合格発表があって，四月八日
から授業が始まった。賢治は事件について何も知ら
されなかった」(12)

いったい，どちらの記述が正しいのだろう？

賢治は，『春と修羅』を「詩集」ではなく，「心
しん

象
しょう

スケッチ」としていたように，そこには賢治の赤
せき

裸
ら

々
ら

な心象（※心に浮かぶイメージ）が刻
こく

印
いん

されてい
る。
それならば，賢治がこの衝撃的事件を知ったなら，
その後の心象スケッチに，彼の心象が反映されてい
ないはずがない。
賢治がこの事件を初めて知り，みずからの心象を
刻
きざ

んだのは，いつ頃の，どの作品だろうか。
今野勉によれば，それは，妹の死のおよそ一ヶ月
半前（大正 11 年 10 月 10 日）。
刻印されたのは『マサニエロ』(04)と，その延長線
上にある同時期の文語詩『猥

な

れて嘲笑
あ ざ

めるはた寒
き』(20)だという。
マサニエッロ（Masaniello）とは，なにか。
オーベールが作曲した歌劇『ポルティチの唖

おし

娘
むすめ

』
に登場する彼女の兄の名前である。この史実を元に
した作品は，兄

けい

妹
まい

の悲劇を描きだす。
いっぽう，「猥

な

れて嘲笑
あ ざ

めるはた寒き」とは，どう
いう意味だろう？
今野勉は，トシの恋愛事件にからめてこう解釈す
る。
「狎

な

れ狎れしく猥
みだ

らにつきあっていて裏で嘲笑
あざわら

う
とは何と寒

さむ

々
ざむ

しいことよ」
それゆえ今野は，賢治がこの時期に恋愛事件を知
り，トシの『自省録』を読んだのではないかと推理
している。
この仮説を援

えん

用
よう

すれば，トシが死ぬ前後の，賢治
の尋
じん

常
じょう

ならざる心の痛みを，より深く理解できる
のではないだろうか。

（註 02）トシから英語を習っていた第 10 回生の柴田キ
ヨ（※当時二年生）によると，トシは常々，「人のた
めになりたい，郷土のために働きたい」と語ってい
たという。(01)

（註03）これらのトシの言葉は，彼女が書いた『自省録』
から引用している。
トシは，これを恋愛事件の5年後の大正9年 2月
に書いた。
彼女は，この間の心の痛みや変化，成長について
厳しく自分自身を見つめ，鋭い自己分析を加えてい
る。
この文書は，宮沢淳郎

あつお
（※賢治の末の妹クニのご子

息。彼が『自省録』と名づけた）が，母親の死後，そ
の遺品の中から見つけたもので，『伯父は賢治』（※
1989 年 2 月出版）という著書のなかで，はじめて公
開した。

（註04）『無声慟
どう

哭
こく

』(04)

こんなにみんなにみまもられながら
おまへはまだここでくるしまなければならないか
ああ巨

おほ

きな信のちからからことさらにはなれ
また純粋やちひさな徳性のかずをうしなひ
わたくしが青ぐらい修

しゆ

羅
ら

をあるいてゐるとき
おまへはじぶんにさだめられたみちを
ひとりさびしく往

い

かうとするか
信仰を一つにするたつたひとりのみちづれのわたくしが
あかるくつめたい精

しょう

進
じん

のみちからかなしくつかれてゐて
毒草や蛍

けい

光
こう

菌
きん

のくらい野原をただよふとき
おまへはひとりどこへ行かうとするのだ
（おら，おかないふうしてらべ）

何といふあきらめたやうな悲痛なわらひやうをしながら
またわたくしのどんなちいさな表情も
けつして見遁

みのが

さないやうにしながら
おまへはけなげに母に訊

き

くのだ
（うんにや ずゐぶん立派だぢやい
けふ
今 日

はほんとに立派だぢやい）
ほんたう
本 当

にさ
そ

うだ
髪だつていつそうくろいし
まるでこどもの苹果

りんご

の頬
ほほ

だ
どうかきれいな頬をして
あたらしく天にうまれてくれ

《それでもからだくさえがべ？》
《うんにや いつかう》

ほんたうにそんなことはない
かへつてここはなつののはらの
ちいさな白い花の匂

におい

でいつぱいだから
ただわたくしはそれをいま言へないのだ

（わたくしは修羅をあるいてゐるのだから）
わたくしのかなしさうな眼をしてゐるのは
わたくしのふたつのこころをみつめてゐるためだ
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ああそんなに
かなしく眼をそらしてはいけない

（註05）『春と修羅』という心象スケッチのタイトルは，
悟りと迷いの象徴であろう

（註06）「毒草や蛍光菌のくらい野原をただよふとき」の
第一形態はつぎのとおり。
「経をよめば暗い 蕈

きのこ

のにほ
お

いのただようと
き」(09)

（註07）『松の針』(04)

さつきのみぞれをとつてきた
あのきれいな松のえだ〔だ〕よ

おお おまへはまるでとびつくやうに
そのみどりの葉にあつい頬

ほほ

をあてる
そんな植物性の青い針のなかに
はげしく頬を刺

さ

させることは
むさぼるやうにさへすることは
どんなにわたくしたちをおどろかすことか
そんなにまでもおまへは林へ行きたかつたのだ
おまへがあんなにねつに燃され
あせやいたみでもだえてゐるとき
わたくしは日のてるとこでたのしくはたらいたり
ほかのひとのことをかんがへながら森をあるいてゐた

《ああいい さつぱりした
まるで林のながさ来たよだ》

鳥のやうに栗鼠
り す

のやうに
おまへは林をしたつてゐた
どんなにわたくしがうらやましかつたらう
ああけふのうちにとほくへさらうとするいもうとよ
ほんたうにおまへはひとりでいかうとするか
わたくしにいつしよに行けとたのんでくれ
泣いてわたくしにさう言つてくれ
おまへの頬の けれども
なんといふけふのうつくしさよ
わたくしは緑のかやのうへにも
この新鮮な松のえだをおかう
いまに雫

しずく

もおちるだらうし
そら
さはやかな
terpentine
ターペンティン

の匂
にほい

もするだらう ※

※ terpentine……テレピン油。松脂
まつやに

を 蒸 留
じょうりゅう

してつく
る。ねばり気と強い芳香

ほうこう

がある。

（註08）「ほかのひと」とは，だれか。
盛岡高等農林学校の同級生・保

ほ

坂
さか

嘉
か

内
ない

であり，
この時期は，とりわけ 3 歳年下の稗

ひえ

貫
ぬき

農学校同
僚・堀

ほり

籠
ごめ

文
ぶん

之
の

進
しん

であった。
新全集年譜の大正10年 12月下旬にこうある。

「堀籠の結婚するまで始終訪ね（翌年一月ころか
らさらに翌々年の三月ころまで週に一，二度，時に
は三日も四日も連夜），『日蓮宗聖典』を進呈し，寿

じゅ

量
りょう

品
ぼん

を一緒に斉
せい

唱
しょう

することもあった。また英語の
勉強のため丸

まる

善
ぜん

から取り寄せた『アラビアン・ナイ
ト』の原書を読みあった。いつも礼儀正しく挨拶し，
必ず宿へ手土産

てみやげ

をもっていった」(18)

（註09）『恋と病熱』(04)

けふわたしの額
ひたひ

もくらく
烏
からす

さへ正視できない
いもうとはちゃうどいまごろ
つめたく陰気な青銅

ブロンゾ

いろの病室で
透明薔薇

ば ら

の火に燃やされだす
ほんたうに けれども妹よ
けふはわたしもあんまり重くひどいから
やなぎの花もとって行かない

（註10）「Ora Orade Shitori egumo」をひらがなで表せ
ば，つぎのとおり。

「おらおらで しとりえぐも」（※私は私で，ひとり
で逝

い

くもん）
なお，この部分がローマ字表記である理由について
は，諸説ある。

①「もう死期が近づいて来て，ことばが聞き取りに
くくなったのであろうか」(11)

②「賢治は，とし子の諦めと悲しみと孤独の言葉を
書きとめるのがつらすぎて，あえてローマ字で
書いたのだ，と私は思う」(12)

③「トシの言葉が，二人が好きだったアルカデルト
のアヴェ・マアの一節『ora ora prono bis』を連
想させたからではないか（ora というのは祈り
の言葉）」(13)

（註 11）この日の朝，トシの病状が急変する。看護婦が
脈をとったところ，10秒に 2つしか打たなかった。
ちなみに，健康であれば，12～13打つ。(18)

（註12）『永訣の朝』(05)

星槎道都大学研究紀要 経営学部
第 1号 2020

─ 18 ─



けふのうちに
とほくへいつてしまふわたくしのいもうとよ
みぞれがふつておもてはへんにあかるいのだ

（あめゆじゆとてちてけんじや）
うすあかくいつそう陰惨

いんざん

な雲から
みぞれはびちよびちよふつてくる

（あめゆじゆとてちてけんじや）
青い蓴菜

じゆんさい

のもやうのついた
これらふたつのかけた陶椀

たうわん

に
おまへがたべるあめゆきをとらうとして
わたくしはまがつたてつぱうだまのやうに
このくらいみぞれのなかに飛びだした

（あめゆじゆとてちてけんじや）
蒼鉛
あさうえん

いろの暗い雲から
みぞれはびちよびちよ沈んでくる
ああとし子
死ぬといふいまごろになつて
わたくしをいつしやうあかるくするために
こんなさつぱりした雪のひとわんを
おまへはわたくしにたのんだのだ
ありがたうわたくしのけなげないもうとよ
わたくしもまつすぐにすすんでいくから

（あめゆじゆとてちてけんじや）
はげしいはげしい熱やあへぎのあひだから
おまへはわたくしにたのんだのだ
銀河や太陽 気圏などとよばれたせかいの
そらからおちた雪のさいごのひとわんを……
……ふたきれのみかげせきざいに
みぞれはさびしくたまつてゐる
わたくしはそのうへにあぶなくたち
雪と水とのまつしろな二相系

にさうけい

をたもち (註13)

すきとほるつめたい雫
しづく

にみちた
このつややかな松のえだから
わたくしのやさしいいもうとの
さいごのたべものをもらつていかう
わたしたちがいつしよにそだつてきたあひだ
みなれたちやわんのこの藍

あゐ

のもやうにも
もうけふおまへはわかれてしまふ
（Ora Orade Shitori egumo）
ほんたうにけふおまへはわかれてしまふ
あぁあのとざされた病室の
くらいびやうぶやかやのなかに (註14)

やさしくあをじろく燃えてゐる
わたくしのけなげないもうとよ
この雪はどこをえらばうにも
あんまりどこもまつしろなのだ
あんなおそろしいみだれたそらから

このうつくしい雪がきたのだ
（うまれでくるたて
こんどはこたにわりやのごとばかりで
くるしまなあよにうまれてくる）

おまへがたべるこのふたわんのゆきに
わたくしはいまこころからいのる
どうかこれが兜

と

率
そつ

の天の食
じき

に変わつて
やがておまへとみんなとに
聖
きよ

い資
し

糧
りやう

をもたらすことを
わたくしのすべてのさいはひをかけてねがふ

（註13）二相系とは，「霙
みぞれ

が，雨の『液相』と雪の『固相』
の二つの姿を持っているということ」(12)である。
けれども，賢治においては，これにとどまらない。
『永訣の朝』を例にとって，原

はら

子
し

朗
ろう

はこう説く。

「まず『ふ
ㅟ

た
ㅟ

つ
ㅟ

のかけた陶
とう

椀
わん

』がでてくる（欠けて
いるのは幼時から二人で使い古してきたことを暗示
しているのだが）。つぎに『ふ

ㅟ

た
ㅟ

き
ㅟ

れ
ㅟ

のみかげせき
ざい』，そして『二

ㅟ

相系』，最後に『ふ
ㅟ

た
ㅟ

わん』がまた
繰り返されている。これらの『二』という数詞は，
いうまでもなく精神的に一心同体だった自分と妹の
二者を意識し，かつ今後別々の二つの生きかたを余
儀なくされた運命をも暗示している」(19)

（註14）「あぁあのとざされた病室の
くらいびやうぶやかやのなかに」(04)

なぜ，冬なのに，蚊帳
か や

がつられていたのだろう？
また，なぜ屏

びょう

風
ぶ

が置かれていたのだろうか。
妹のシゲが，病室の状況についてこう記している。

「ほんとうにあの病室は何と貧弱だったでしょう。
高い所に明かり取りにつけた窓は素通しのガラス戸
一重で，外の冷たい空気は遠慮なく部屋に入り込み
ます。
赤くおこした炭火を火鉢に入れて，部屋の隅

すみ

々
ずみ

に
おいたって，天井は高いし室内が暖まる訳には行き
ません。
空気が動けばとし子姉さんはすぐにせき込むので
す。少しでも空気の動くのを防ごうとかやを吊

つ

り，
屏風を回してという具合でした」(07)

（註15）賢治には，2歳下にトシ，5歳下にシゲ，8歳下
に清六
せいろく

，11歳下にクニの兄弟姉妹がいた。二女のク
ニは，『屋根の上が好きな兄と私』のなかで，そのと
きの様子を書き記している。
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「大正十一年の十一月二十七日，花巻はみぞれで
した。
急いで病室を出て，賢さんについて，私も下駄

げ た

を
はいて台所口から庭に出ました。
ビチョビチョと降る雨雪にぬれる兄に傘をさしか
けながら，そこに並べてあるみかげの土台石にのっ
て緑の松の葉に積もった雨雪を両手で大事に取るの
を茶碗に受けて，そして松の小枝も折って，病室に
入りました。
ほんとうにあの病室は何と貧弱だったでしょう。
高い所に明かり取りつけた窓は素

す

通
どお

しのガラス戸
一重
ひとえ

で，外の冷たい空気は遠慮なく部屋に入り込み
ます。
赤くおこした炭火を火

ひ

鉢
ばち

に入れて，部屋の隅
すみ

々
ずみ

に
おいたって，天井は高いし室内が暖まる訳

わけ

には行き
ません。
空気が動けばとし子姉さんはすぐにせき込むので
す。少しでも空気の動くのを防ごうとかやを吊

つ

り，
屏
びょう

風
ぶ

を回してという具合でした。
賢治兄さんは何か言いながら採ってきた松を枕元
に飾り，お茶碗の雪を少しづ

※ママ

つさじですくって食
べさせてあげましたっけ」(07)

（註16）『永訣の朝』の初稿では，終わりの部分が，以下
のようになっている。

「どうかこれが天上のアイスクリームになって
おまへとみんなとに聖い資糧をもたらすやうに
わたくしのすべてのさいはひをかけてねがふ」(09)

（註17）「まるで林のながさ来たよだ」というトシの感激
は，4か月前の別荘での出来事が，背景にある。

「七月末のそのころに
思ひ

い

余つたやうにとし子が言つた
《おらあど死んでもいゝはんて
あの林の中さ行ぐだい
うごいで熱は高ぐなつても
あの林の中でだらほんとに死んでもいいは
んて》」(04)

このとき賢治は，妹の体調を気遣って，願をかなえ
てあげることはなかった。
それ以降，トシは寡黙

かもく

になってしまったという。(12)

（註18）賢治の『一九二九年二月』という詩のなかに，こ
うある。

「生もこれ妙法の生
死もこれ妙法の死」(10)

また，『雨ニモマケズ』の一節に，こうある。
「南ニ死ニサ

そ

ウナ人アレバ
行ッテコハガラナクテモイヽトイヒ

い

」(06)

（註 19）賢治の 5歳年下の妹・シゲによれば，トシのこ
の言葉は，つぎの経

けい

緯
い

で語られたものであるという。

父がお医者様とお話して来られたのか，静かにか
やの中に入つてから脈を調べながら泣きたいのをこ
らえた顔で，
「病気ばかりしてずい分苦しかったナ。人だなん
てこんな苦しい事ばかりいっぱいでひどい所だ。今
度は人になんか生まれないで，いいところに生まれ
てくれよナ」と言いました。
としさんは少しほほえんで，
「生まれて来るったって，こったに自分の事ばか
りで苦しまないように生まれて来る」と甘えたよう
に言いました。
私はほんとに，ほんとにと思いながら身をぎっち
り堅くしていたら，父が，「皆でお題目を唱えてすけ
て（※助けて）あげなさい」と言います。
気がついたら，一生懸命高くお題目を続けていま
した。そして，とし子姉さんはなくなったのです。
その後は夢のようで，いつ夜になったのかどこで
眠ったのか，夜中，賢治兄さんのお経の声を聞いて
いたようでした。
夜明けに，袴

はかま

をはいたとしさんが，広い野原で一
人，花をつんでいるのがあんまり淋

さび

しそうで，たま
らなく，高い声で泣いて目を覚ましましたら，賢さ
んがとんできて，
「何

な

して泣いた？ としさんの夢を見たか？」と
差し迫った声で聞いたので，また悲しくなって，
「それだって，一人で黄色な花っことるべかなっ
て言ったっけも」とまた泣きました。(07)

このことは，『春と修羅 第一集』に収められた『青
森挽歌』のつぎの箇所に反映されている。

「わたくしたちが死んだといつて泣いたあと
とし子はまだまだこの世かいのからだを感じ
ねつやいたみをはなれたほのかなねむりのなかで
ここでみるやうなゆめをみてゐたかもしれない
そしてわたくしはそれらのしづかな夢

む

幻
げん

が
つぎのせかいへつゞくため
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明るいいゝ匂のするものだつたことを
どんなにねがふかわからない
ほんたうにその夢の中のひとくさりは
かん護とかなしみとにつかれて睡つてゐた
おしげ子たちのあけがたのなかに
ぼんやりとしてはいつてきた
《黄いろな花こ おらもとるべがな》
たしかにとし子はあのあけがたは
まだこの世かいのゆめのなかにゐて
落葉の風につみかさねられた
野はらをひとりあるきながら
ほかのひとのことのやうにつぶやいてゐたのだ
そしてそのままさびしい林のなかの
いつぴきの鳥になつただらうか」(04)

父・政
まさ

次
じ

郎
ろう

は，お念仏「南無阿弥陀仏」の熱心な
信者であり，賢治と激しい宗教論争をくり広げてき
た。
「今度は人になんか生まれないで，いいところに
生まれてくれよナ」と語ったのは，「南無阿弥陀仏」
（※阿弥陀仏に帰依

き え

しますの意）を唱えることにより，
死後，極楽に往生できるとする浄土真宗の教えにも
とづくものであろう。
しかしながら，その父が，賢治と信仰をともにす
るトシのために，お題目「南無妙法蓮華経」を唱え，
助けてあげなさいと語ったことは，まことに感慨深
い。

なお，「それだって，一人で黄色な花っことるべか
なって言ったっけも」というシゲの夢は，『青森挽歌

ばんか

』
のなかの「黄いろな花こ おらもとるべがな」の文
言などに連

れん

綿
めん

とつながっていく。

（註20）トシの言葉の真
しん

意
い

は，彼女が23歳（※大正 9年
2月 9日）の終わりごろに記

しる

した『自
じ

省
せい

録
ろく

』（※ 1920
年 2 月）の文

ぶん

脈
みゃく

なかで理解される必要があろう。
トシは，こう述べている。

「冷
れい

酷
こく

な世間を止
や

むを得ず是
ぜ

認
にん

する前に，自身を
世間に対して冷酷でなかったか，と反省する必要が
ありはしないか」
「『これが真の愛ではない』と見分けうる一つの路

みち

は，それが排他
はいた

的であるかないか，と云
い

ふことであ
る」
自分たちが「求めたものは畢

ひっ

竟
きょう

彼等（※自分たち）
の幸福のみで，それがもしも他の人人の幸福と両立
しない場合には，当然利己的に排他的になる性質の

ものではなかったか？」
自分は，「最早

もはや

現状に満足せずして高められ浄
きよ

め
らるるを求むると云うに躊

ちゅう

躇
ちょ

しない」
「盲目な痴

ち

愚
ぐ

な愛に満足しない，求めないと云う
に躊躇しないであら

ろ

う」
「凡
すべ

ての人人に平等な無
む

私
し

の愛を持ちたい」(02)

「『願は
わ

くはこの功
く

徳
どく

を以
もっ

て普
あま

ねく一切に及ぼし我
等と衆

しゅ

生
じょう

と皆
みな

倶
ども

に──』と云う境地に偽
いつわ

りのない
渇
かつ

仰
ごう

を捧げる事は彼女（※自分）に許されない事と
は思えないのである」(02)

「わがあやまちを許させたまへ
と祈らねばならぬ」
自分には自分を「正当に理解しなかった世の人々
を責める資格は，ないのであった。 憤

いきどお

りの代わり
に謙
けん

遜
そん

と寛
かん

容
よう

とを学ばねばならなかった」
「自分の過ちに心を砕

くだ

かれる事なく，もしもあの
まま何事もなく進んでついに一点非の打ちどころの
ない生活に入り得たとしたら，…真の人間にはなり
得なかったかも知れない」
自分が「大乗の煩

ぼん

悩
のう

即
そく

菩
ぼ

提
だい

の世界に憧
どう

憬
けい

と理想と
をおいてゐ

い

る事は疑ひ
い

なかった。その理想に照らし
て，今彼女（※自分）に苦痛をとほ

通

して与へ
え

られた
賜
たま

物
もの

の意味を考へ
え

る時，…今まで恥
ち

辱
じょく

と悔
かい

とに真
暗であったとの過去の経験に，思ひ

い

もよらぬ光
こう

明
みょう

を見るのである」

また，既述のように，トシが常々，「人のためにな
りたい，郷土のために働きたい」(01)と語っていたこ
とも踏まえて解釈する必要があろう。

したがって，トシの言葉をつぎのように解釈する
今
こん

野
の

勉
つとむ

説は，トシの真意を矮
わい

小
しょう

化した見方
みかた

ではな
いか，と私は思う。

「こんど生まれてくるとしたら，自分のことばか
りで悩み苦しんだような人生は送りたくない。心か
ら愛しあえる人にめぐりあって，二人の愛がみんな
への愛になるようなそんな人生を送りたい」(12)

（註21）蠍
さそり

の話

イタチに見つかり，食べられそうになった蠍は，
逃げた拍子に井戸に落ちてしまう。
溺れ死ぬというまさにそのとき。蠍はこういって
祈った。

「あゝ，わたしはいままでいくつのものの命をとっ
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たかわからない，そしてその私がこんどいたちにと
られや

よ

うとしたときはあんなに一生けん命にげた。
それでもたうたう

と う と う

こんなになってしまった。
…どうしてわたしはわたしのからだをだまってい
たちに呉

く

れてやらなかったら
ろ

う。そしたらいたちも
一日生きのびたら

ろ

うに。どうか神さま。私の心をご
らん下さい。こんなにむなしく命をすてずどうかこ
の次にはまことのみんなの 幸

さいわい

のために私のからだ
をおつかひ

い

下さい」(06)

（註22）以下は，『銀河鉄道の夜 初期形三』(08)より引用。

（註23）「ありがたうわたくしのけなげないもうとよ
わたくしもまつすぐにすすんでいくから」(04)

を念
ねん

頭
とう

においた言葉であろう。

（註24）このセリフは，『春と修羅』に収められた『オホー
ツク挽歌』のつぎの部分の延長線上にあると思われ
る。

「わたくしがまだとし子のことを考へてゐると
なぜおまへはそんなにひとりばかりの妹を
悼
いた

んでゐるかと遠いひとびとの表情が言ひ
またわたくしのなかでいふ」(04)

また，『青森挽歌』のつぎの箇所も，これと連なるで
あろう。

「 《みんなむかしからのきやうだいなのだから
けつしてひとりをいのつてはいけない》

ああ わたくしはけつしてさ
そ

うしませんでした
あいつがなくなつてからあとのよるひる
わたくしはただの一どたりと
あいつだけがいいとこに行けばいいと
さ
そ

ういのりはしなかつたとおもひ
い

ます」(04)

さらに，このセリフは，賢治の童話『手紙四』を
想起
そうき

させよう。
これは，チュンセという兄と，ポーセという妹の
物語である。
以下の文を読めば，モデルが賢治とトシであり，
舞台は『永訣の朝』と同じであることがわかるであ
ろう。

「ポーセは，十一月ころ，俄
にわ

かに病気になつたのです。
おつかさんもひどく心配さ

そ

うでした。チユンセが行
つて見ますと，ポーセの小さな唇はな〔んだ〕か青

くなつて，眼ばかり大きくあいて，いつぱいに涙を
ためてゐ

い

ました。…チユンセは…云
い

ひ
い

ました。『雨
雪とつて来てやろか。』『うん。』ポーセがやつと答へ
ました。チユンセはまるで鉄

てっ

砲
ぽう

丸
だま

のや
よ

うにおもてに
飛び出しました。おもてはうすくらくてみぞれがび
ちよびちよ降つてゐ

い

ました。チユンセは松の木の枝
から雨

あめ

雪
ゆき

を両手にいつぱいとつて来ました。それか
らポーセの枕もとに行つて皿にそれを置き，さじで
ポーセにたべさせました。ポーセはおいしさ

そ

うに三
み

さじばかり喰
た

べましたら急にぐたつとなつていき
息

を
つかなくなりました。おつかさんがおどろいて泣い
てポーセの名を呼びながら一生けん命ゆすぶりまし
たけれども，ポーセの汗でしめつた髪の頭はたゞゆ
すぶられた通りうごくだけでした。チユンセはげん
こを眼にあてて，虎の子供のや

よ

うな声で泣きまし
た」(15)

その後，チュンセは，妹を「一生けん命そこらをさ
がしたり考へ

え

たりしてみましたがなんにもわからな
いのです。…けれども私にこの手紙を云ひ

い

つけたひ
とが云つてゐ

い

ました『チュンセはポーセをたづ
ず

ねる
ことはむだだ。なぜならどんなこどもでも，また，
はたけではたらいてゐ

い

るひとでも，汽車の中で苹果
りんご

をたべてゐ
い

るひと〔で〕も，また歌ふ
う

鳥や歌は
わ

ない
鳥，青や黒やのあらゆる魚，あらゆるけものも，あ
らゆる虫も，みんな，みんな，むかしからのおたが
ひ
い

のきや〔う〕だい
兄 妹

なのだから。チユンセがもしも
ポーセをほんた

と

うにかあ
わ

いさ
そ

うにおもふ
う

なら大きな
勇気を出してすべてのいきもののほんた

と

うの幸福を
さがさなければいけない。…チユンセがもし勇気の
あるほんた

と

うの男の子ならなぜまつしぐらにそれに
向って進まないか』」(15)

ところで，カムパネルラのモデルとして，以下の
二つの主要な説がある。

①「カムパネルラ＝トシ」説。
②「カムパネルラ＝保

ほ

坂
さか

嘉
か

内
ない
（1896～1937）」

説。(16・17)

保坂は，盛岡高等農林学校の同級生であり，親友
でもあった。
が，執筆当時，信仰や方向性の違いにより，実質
的に決

けつ

別
べつ

している。
では，どちらが，カムパネルラの中心的モデルな
のか。
『銀河鉄道の夜 初期形三』と『手紙四』(註22)の類

るい

似
じ

に鑑
かんが

みれば，亡くなったカムパネルラ（※自己犠
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牲的精神の持ち主）の最終的モデルが，死せる妹・ト
シである，と私は考える。執筆当時，生ける保坂の
要素が，少なからず盛りこまれていたとしても。

（註25）このことは，『注文の多い料理店』や『なめとこ
山の熊』，『よだかの星』などを読めば明らかであろ
う。
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Miyazawa Kenji and His Sister Toshi

ENDOH Hitoshi

Abstract
Kenji Miyazawa (27 August 1896 - 21 September 1933) was a Japanese novelist and poet born in Hanamaki,

Iwate Prefecture. He and his younger sister Toshi (5 November, 1898 - 27 November, 1922) worshiped the Lotus
Sutra and Nichiren Buddhism.Meanwhile , his family except them worshiped Jodo Shinshu, founded by Shinran
Shonin (Saint Shinran).
After graduating from Japan Women’s University in Tokyo, Toshi returned to her hometown Hanamaki and

became a teacher at her alma mater.
But, about a year later, Toshi had pulmonary tuberculosis and left school. In addition, her condition was

getting worse and she was almost dying.
Afraid of death,Toshi turned to her brother Kenji ,who had same religion, to seek salvation.However, at that

time, Kenji was losing faith and suffering deeply. He could not even stare at his sister.
Toshi asked him to take the sleet.
Suddenly Kenji understood the true meaning of her word when he was picking up the sleet from pine tree in

home garden. The intent was to save her brother.
After his sister’s death, Kenji regained his faith, wrote many wonderful poems and fairy tales, and helped poor

peasants.
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